
怨
み
を
抱
く
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て

　
　
怨
み
を
抱
か
ず
幸
せ
に
生
き
よ
う

枝垂れ梅と蓮如上人（順慶寺本堂にて、岡川経康氏撮影）

【1】　　　　2020 年 2月 28 日発行

◆◇ 蓮如上人像 ◇◆
順慶寺の境内には、 親鸞聖人の銅像と蓮如上人の銅像がある。 ともに、 現住職が住職就

任当時、 役員有志の方が御懇志されて建てられたもの。 建立当時、 蓮如上人像は、 境内

どこから見ても、 迎え入れてくれているように見えると評判となった。

◇ 

怨
み
は
怨
み
で
晴
れ
る
こ
と
は
な
い 

◇

今
月
の
言
葉
も
釈
尊
の
残
さ
れ
た『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』

か
ら
の
引
用
で
す
。

こ
の
と
こ
ろ
、
最
も
関
心
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
こ
と
。
昨
年
十
二
月
中
旬
に
中
国
湖
北
省

武
漢
市
で
最
初
に
発
生
し
、
ヒ
ト
ヒ
ト
感
染
に
よ
っ

て
中
国
の
全
て
の
省
に
蔓
延
し
、ま
た
ア
ジ
ア
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
北
米
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
他

の
多
く
の
国
に
も
拡
散
。
現
在
ま
で
莫
大
な
感
染
者

と
多
く
の
死
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
最
大
級
の
注
意
喚
起
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
感
染
症
に
対
し
て
、
当
初
よ
り
、
日
本
感
染

症
学
会
の
館
田
理
事
長
は
「
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
対
応
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」

と
呼
び
か
け
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
を

起
こ
し
た
ら
、
①

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
よ
う
に
な
る
と
い
う

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
中
国
は
も
と
よ
り
、
韓
国

や
日
本
で
も
本
格
的
な
流
行
が
は
じ
ま
り
、
マ
ス
ク

や
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
が
不
足
し
、
爆
発
的
な
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
会
食
の
中
止
な
ど

も
相
次
い
で
い
ま
す
。

こ
の
感
染
症
の
影
響
は
、
医
療
や
経
済
に
お
け
る

混
乱
や
不
安
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
感
染
を
恐
れ
て

の
差
別
が
生
ま
れ
る
こ
と
。
欧
米
で
は
、
ア
ジ
ア
人

と
い
う
だ
け
で
、
乗
り
物
へ
の
乗
車
拒
否
が
あ
っ
た

り
、
ア
ジ
ア
系
の
料
理
店
に
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

と
落
書
き
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
日
本
で
も
、
ク
ル
ー

ズ
船
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
の
乗
客
や
そ
の
対

応
に
当
た
っ
た
職
員
が
、
バ
イ
菌
扱
い
さ
れ
た
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
差
別
は
、
差
別
さ
れ

今
月
の
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
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《
門
主
本ほ

ん

寂じ
ゃ
くと
庄
松
同
行
》

妙
好
人
・
庄
松
と
本
山
・
興
正
寺
門

主
・
本
寂
と
の
逸
話
は
、
有
名
な
帰
敬

式
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
の
逸
話
。

庄
松
は
、
京
都
の
興
正
寺
に
お
参
り

す
る
と
、
帰
敬
式
で
義
兄
弟
の
契
り
を

結
ん
で
か
ら
、
必
ず
、
門
主
の
本
寂
上

人
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

本
山
に
上
が
る
と
き
に
も
、
特
別
な
召

し
も
の
を
着
る
わ
け
で
な
く
、
い
つ
も

粗
末
な
出
で
立
ち
で
上
山
し
た
と
い
い

ま
す
。

あ
る
と
き
、
庄
松
は
、
い
つ
も
の
よ

う
に
、
粗
末
な
姿
を
し
て
本
山
に
上
が

り
、
門
主
と
面
談
す
る
た
め
に
、
御
殿

に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
出

迎
え
に
出
た
側
仕
え
の
僧
侶
が
、
あ
ま

り
に
汚
い
小
袋
を
下
げ
て
い
る
庄
松
を

見
て
、

「
袋
は
廊
下
に
置
い
て
ゆ
か
れ
よ
」

と
言
う
と
、
庄
松
は
、
間
髪
入
れ
ず

大
き
な
声
で
、

「
袋
を
置
い
て
ゆ
け
と
言
わ
れ
た
ら
置

い
て
ゆ
く
が
、
こ
の
糞
袋
は
ど
う
し
よ

う
。
あ
ま
り
に
お
そ
れ
お
お
い
」

と
言
っ
て
、
お
腹
を
指
さ
し
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
こ
と
に
、
僧
侶
は
、
言
葉
に

窮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
庄
松
の
大
き
な
声
を
聞

い
て
、
庄
松
が
は
る
ば
る
や
っ
て
来
た

こ
と
を
知
っ
た
本
寂
は
、

「
そ
の
ま
ま
来
い
。そ
の
ま
ま
じ
ゃ
ぞ
」

と
言
い
、
う
れ
し
そ
う
に
庄
松
を
御

殿
に
招
き
入
れ
ま
し
た
。
庄
松
は
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
南
無
阿

弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
お
念
仏
を
称
え
な
が
ら
、
御
殿
に

あ
が
り
、
本
寂
と
念
仏
談
議
に
花
を
咲

か
せ
た
と
い
い
ま
す
。

同
行
と
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を

言
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

2020 年 3 月号　　　　【2】

《ありのままに》

讃
さ ぬ き

岐の庄
しょうまつ

松
（15）

［第91回］

新
型
コ
ロ
ナ

と
震
災

高
校
二
年
生
、
最
後
の
学

年
末
試
験
だ
け
れ
ど･･･

佳
帆
子

拡
大
が
心
配
さ
れ
る
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
。

こ
れ
ま
で
も
、
子
供
た
ち
が
小
さ

か
っ
た
頃
な
ど
、
や
れ
イ
ン
フ
ル
だ
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
だ
と
、
毎
年
の
よ

う
に
ヤ
キ
モ
キ
し
な
が
ら
冬
を
越
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
は
や
は
り
違
い
ま
す
。

連
日
の
感
染
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
深

刻
な
影
響
。
学
校
関
係
で
は
、
多
く

の
学
校
で
、
卒
業
式
や
入
学
式
が
中

止
に
な
り
そ
う
で
す
。

思
い
出
し
て
み
る
と
、
東
日
本
大

震
災
も
ち
ょ
う
ど
卒
業
式
の
シ
ー
ズ

ン
で
し
た
。
震
災
当
日
、
子
供
た
ち

の
学
校
も
卒
業
式
の
練
習
を
し
て
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

震
災
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
出
し
、

災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
復
興
に
は

ま
だ
遠
い
道
程
で
す
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
、
事
態
の
一
刻
も

早
い
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

る
人
の
心
を
傷
つ
け
、人
間
不
信
に
陥
れ
、

人
間
関
係
の
根
幹
を
壊
し
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
り
、
よ
り
深
刻
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
や
そ
の
関
係

者
は
、
た
と
え
病
が
治
っ
て
も
、
怨
み
を

抱
か
ず
に
生
き
る
方
法
を
見
出
さ
な
い

と
、
心
か
ら
の
快
癒
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◇ 

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ 
◇

蓮
如
上
人
は
、「
疫え
き

癘れ
い

の
御
文
」（
四
帖

目
九
通
）
と
呼
ば
れ
る
御
文
に

「
近
頃
、
た
い
そ
う
多
く
の
人
が
感
染
症

に
か
か
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
は
決
し
て
、
感
染
症
に
よ
っ
て

初
め
て
死
ぬ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま

れ
た
と
き
か
ら
定
ま
っ
て
い
る
業
の
報
い

な
の
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
深
く
驚
く
べ
き
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
お
言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る

と
、
伝
染
病
に
か
か
っ
て
亡
く
な
っ
た
の

は
残
念
で
す
が
、
こ
れ
は
生
ま
れ
て
か
ら

決
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
あ
き
ら
め

な
さ
い
、
と
冷
た
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
古
今
、
仏
教
の
智
慧
の
眼
で

は
、
有
無
を
言
う
の
は
執
着
か
ら
お
こ
る

も
の
。
自
然
の
世
界
で
は
、
プ
ラ
ス
を
作

れ
ば
同
じ
だ
け
マ
イ
ナ
ス
が
で
き
、
マ
イ

ナ
ス
を
作
れ
ば
プ
ラ
ス
が
働
く
も
の
。
つ

ま
り
、プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
な
の
で
す
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
感
染
症
で
苦
し
む

人
は
、世
間
か
ら
疎
ま
れ
病
い
に
苦
し
み
、

マ
イ
ナ
ス
の
時
間
ば
か
り
に
包
ま
れ
る
か

と
思
い
き
や
、そ
の
苦
し
み
を
知
る
人
は
、

そ
の
人
の
苦
し
み
に
寄
り
添
い
ま
す
。
阿

弥
陀
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
家
族
を
亡
く

し
た
蓮
如
上
人
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

怨
み
は
、
こ
う
し
た
優
し
さ
に
出
遇
う

こ
と
で
和
ら
ぐ
の
で
し
ょ
う
。

①
【
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
】

平
成
十
四
年
に
流
行
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
病
気
。
人
か
ら
人
へ
と
感
染
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
八
〇
六
九
人
が
感

染
し
、
七
七
五
人
が
死
亡
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
よ
う
に
、
感
染
し
た
人

か
ら
飛
沫
感
染
し
、
二
～
十
日
間
の
症
状

の
な
い
期
間
の
あ
と
、
発
熱
、
悪
寒
、
筋

肉
痛
で
発
症
。
さ
ら
に1

週
間
後
に
、
呼

吸
困
難
を
伴
う
肺
炎
が
お
こ
り
、
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
る
。
翌
年
に
制
圧
宣
言
。

②
【
疫
癘
の
御
文
】

延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
六
月
、
蓮
如
上
人

の
七
十
八
歳
の
御
文
。
当
時
、
疫
病
が
流

行
す
る
と
、
原
因
を
亡
霊
の
た
た
り
と
か
、

日
の
吉
凶
や
性
命
判
断
等
に
求
め
た
た
め
、

元
号
も
延
徳
か
ら
明
応
に
改
元
さ
れ
た
。

し
か
し
、
疫
癘
の
御
文
で
は
、
疫
病
よ
っ

て
死
の
不
安
の
現
実
に
直
面
し
て
い
る
も

の
に
、
い
か
な
る
迷
信
呪
術
に
も
動
ず
る

必
要
の
な
い
、
阿
弥
陀
の
慈
悲
を
見
出
す

こ
と
を
教
え
て
い
る
。

本山・興正寺山門



◆
寺
カ
フ
ェ
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
―
二
月

十
八
日
、
責
役
総
代
会
に
て
、
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
た
順
慶
寺
南
落
間
で
寺

カ
フ
ェ
を
の
提
案
を
了
承
し
た
。
早
け

れ
ば
五
月
に
も
有
志
に
よ
っ
て
開
始
の

予
定
。

◆
教
如
上
人
掛
軸
修
理
要
求
―
責
役
総

代
会
に
て
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら

修
復
す
る
よ
う
指
摘
さ
れ
て
い
た
、
教

如
上
人
寿
像
（
一
六
二
〇
年
、
本
山
よ

り
下
附
）
を
修
復
す
る
要
求
が
事
務
局

か
ら
提
案
。
要
求
事
項
を
了
承
。

◆
各
地
お
取
越
終
わ
る
―
一
月
末
日
で

令
和
元
年
度
の
各
地
お
取
越
が
終
了
。

二
月
以
降
も
個
別
の
お
取
越
は
続
く
。

◆
老
院
休
養
―
昨
年
十
二
月
末
よ
り
体

調
悪
化
に
よ
り
当
山
老
院
が
休
養
。
復

帰
時
期
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
。

や
は
り
、
今
月
一
番
の
気
が
か
り
な

こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ

と
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
感
染
者
が
出
た

と
か
検
査
が
大
変
だ
と
か
報
道
さ
れ
る

と
ど
う
し
て
も
捨
て
置
け
ま
せ
ん
。

本
堂
や
お
墓
に
お
参
り
さ
れ
る
こ
と

は
、
差
し
障
り
な
く
で
き
る
環
境
を
維

持
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
人

が
集
ま
る
集
会
や
法
会
な
ど
を
開
催
す

る
こ
と
に
は
難
し
い
判
断
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

お
寺
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
問

題
や
マ
ス
ク
の
問
題
が
話
題
に
な
り
ま

す
が
、
最
後
に
は
、「
あ
ー
、
一
昨
年

に
御
遠
忌
を
勤
め
て
お
け
た
の
で
良

か
っ
た
ね
」
と
な
り
ま
す
。
今
に
な
っ

て
、
御
遠
忌
法
要
が
勤
め
ら
れ
た
の
は

お
陰
様
だ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

【3】　　　　2020 年 2月 28 日発行

慈
律
院
釋
尼
妙
信

１
月
26
日
寂 

小
島　

信（
87
）

名
古
屋
市 

岡
本
吉
之
様
の
母

さ
る
二
月
十
七
日
、
当
山
順
慶
寺
に
て
、
富
士
松
真
宗
教
団
主
催
に
よ
る
春
季
講
座

が
開
催
さ
れ
、
該
当
八
ヶ
寺
の
住
職
と
関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。

富
士
松
真
宗
教
団
は
、
旧
富
士
松
地
区

の
真
宗
寺
院
（
泉
田
三
ヶ
寺
、
東
境
、
今

川
、
今
岡
、
築
地
、
一
ツ
木
）
八
ヶ
寺
に

て
構
成
さ
れ
る
団
体
。
今
岡
・
乘
願
寺
は
、

真
宗
木
辺
派
の
寺
院
で
、
そ
の
他
は
す
べ

て
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
す
。

富
士
松
真
宗
教
団
で
は
、年
に
二
回（
春

と
夏
）、
著
名
な
講
師
を
お
招
き
し
、
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
、

春
季
講
座
で
は
、
大
谷
中
・
高
の
校
長
を

さ
れ
て
い
た
、
愛
媛
県
今
治
市
・
善
照
寺

住
職
、
真
城
義
麿
氏
を
お
招
き
し
て
い
ま

す
。
真
城
先
生
は
、
大
谷
大
学
で
仏
教
学

を
学
び
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
、
仏
教

の
基
本
を
教
え
て
下
さ
い
ま
す
。

当
日
、
朝
早
く
か
ら
、
泉
田
地
区
の
役

員
の
皆
さ
ん
が
順
慶
寺
に
集
合
し
、
イ
ス

の
準
備
、食
事
の
準
備
な
ど
を
し
ま
し
た
。

お
斎
は
、
寺
院
間
の
取
り
決
め
で
弁
当
を

注
文
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
は

お
に
ぎ
り
弁
当
と
順
慶
寺
で
こ
し
ら
え
た

お
汁
で
し
た
。
お
に
ぎ
り
弁
当
は
、
年
配

の
参
詣
者
で
も
食
べ
や
す
い
も
の
と
の
配

慮
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
、好
評
で
し
た
。

講義をする真城先生（順慶寺本堂、岡川経康氏撮影）

釋
尼
芳
映

２
月
5
日
寂 

鈴
木
房
江（
88
）

西
境
町 

石
川
信
雄
様
の
叔
母

釋
尼
静
和

２
月
15
日
寂 

岡
本
和
子（
84
）

名
古
屋
市 

岡
本
尚
久
様
の
母

釋
尼
繁
華

２
月
15
日
寂 

岡
本
し
げ
子（
94
）

刈
谷
市 

岡
本
福
太
郎
様
の
母

釋
忠
誓

２
月
18
日
寂 

池
田
忠
志（
72
）

み
よ
し
市 

池
田
克
孝
様
の
叔
父

五
名
の
順
慶
寺
護
寺
会
員
の
方

が
生
前
の
役
割
を
終
え
ら
れ
、

浄
土
に
お
か
え
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
合
掌

木
材
の
反
り
補
正
た
め

山
門
扉
の
搬
出
完
了

さ
る
二
月
二
十
六
日
、
山
門
扉
の
修
理

の
た
め
、
亀
山
建
設
（
岐
阜
県
関
市
）
に

よ
っ
て
、
扉
が
搬
出
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
、
５
人
が
か
り
で
、
ト
ラ
ッ
ク
と
大
型

ク
レ
ー
ン
で
持
ち
上
げ
る
大
が
か
り
な
作

業
で
し
た
。

夏
に
備
え
て

ハ
ス
の
手
入
れ
実
施

さ
る
二
月
十
日
、
総
代
Ｏ
Ｂ
（
写
真
左

か
ら
酒
井
陽
次
、
相
木
義
典
、
岡
本
孝
行
、

岡
川
信
行
＝
以
上
敬
称
略
）
に
よ
っ
て
、

境
内
ハ
ス
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
暖
冬
の
今
年
で
は
寒
い
日
で
し
た

が
、
念
入
り
に
手
入
れ
下
さ
い
ま
し
た
。

編
集
部
短
信

編
集
雑
記

２
月
度
護
寺
会
物
故
者

春
季
講
座
開
催

四
年
に
一
度
当
山
担
当



日 曜 行　事　内　容 掃除当番
1 日
2 月
3 火
4 水
5 木 木 -1
6 金
7 土
8 日  護寺役員年番会（15：30、順慶寺）
9 月

10 火
11 水
12 木  山ノ端報恩講（13：30、鈴木醇様） 木 -2
13 金
14 土
15 日  十五日講（19：30、池田清忠様）

16 月  
17 火
18 水
19 木 木 -3
20 金
21 土
22 日
23 月
24 火
25 水  
26 木 木 -4
27 金
28 土  宗祖聖人御命日（7：00、順慶寺）
29 日
30 月
31 火  護寺会会計監査（10：00、順慶寺）

護
寺
役
員
年
番
会

3
月
8
日
（
日
）

	

午
後
3
時
半
～
　
順
慶
寺
本
堂

	

対
象
：
護
寺
役
員
、
責
役
総
代
、

	

　
　
　  

令
和
二
年
度
年
番

四
月
か
ら
、
護
寺
会
令
和
二
年
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
令
和
二
年
度
の

行
事
な
ど
を
審
議
し
、
内
容
を
説
明
す
る

会
合
を
開
催
し
ま
す
。

と
く
に
、
一
年
間
、
地
域
で
お
世
話
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
年
番
の
皆
様
に

は
、
年
間
通
じ
て
の
日
程
説
明
を
し
ま
す
。

当
会
合
に
て
審
議
さ
れ
た
行
事
計
画
を
も

と
に
、
教
化
予
算
委
員
会
に
て
護
寺
会
予

算
が
組
ま
れ
、
四
月
の
蓮
師
会
当
日
に
行

わ
れ
る
護
寺
会
総
会
に
て
、
行
事
内
容
と

予
算
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。

山
ノ
端
報
恩
講

3
月
12
日
（
木
）

	

午
後
1
時
半
～
　
鈴
木
醇
様
宅

今
川
町
山
ノ
端
地
区
で
構
成
さ
れ
る
、

十
二
日
講
の
寄
り
合
い
を
兼
ね
た
、
報

恩
講
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
報
恩
講
で
は
、

十
二
日
講
の
御
書
の
拝
読
、
西
念
寺
、
順

慶
寺
住
職
に
よ
る
法
話
が
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
年
配
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
夜
の

日
程
で
は
な
く
、
昼
間
の
日
程
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
に
つ
い
て

今
年
に
入
っ
て
か
ら
感
染
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
し
て
、
順
慶
寺
と
し
て
も
以

下
の
対
応
を
す
る
予
定
で
す
。

①
対
策
の
基
本
方
針
を
責
役
と
護
寺

会
四
役
で
話
合
い
を
し
、
護
寺
役

員
年
番
会
に
て
発
表
す
る
。

②
月
例
会
な
ど
に
つ
い
て
も
、
基
本

方
針
が
決
定
し
た
ら
、
各
例
会
役

員
よ
り
連
絡
す
る
。

③
そ
の
他
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
対

応
が
決
ま
り
次
第
、
順
慶
寺
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
や
門
塀
の
掲

示
板
に
て
逐
次
連
絡
す
る
。

※
個
人
的
な
本
堂
へ
の
参
詣
、
本
堂

な
ど
で
行
う
法
事
等
に
つ
い
て
は
、

従
来
通
り
実
施
を
し
、
制
限
を
設
け

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
本
堂
の
お
参
り
で
は
、
入
堂
前
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
、
マ
ス
ク

着
用
の
お
願
い
、
参
詣
者
の
イ
ス
の

設
置
間
隔
を
広
げ
る
な
ど
の
対
応
を

す
る
予
定
で
す
。

編
集
・
発
行
人
　
池
浦
裕
哉

印
刷
・
発
行
所
　
順
慶
寺
内

真
宗
大
谷
派
順
慶
寺	

郵
便
番
号
　
四
四
八
ー
〇
〇
〇
四

	

愛
知
県
刈
谷
市
泉
田
町
池
之
浦
三

郵
送	

郵
送
料
毎
月
百
円（
年
間
千
二
百
円
）

	

振
替
〇
〇
八
三
〇
ー
〇
ー
一
六
二
六
九

会
員
　
護
寺
会
員
に
は
五
百
円
に
て

	
一
年
間
郵
送
を
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　U

RL : http://w
w
w
.junkyoji.com

/
	

E-M
AIL : support@
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連
絡
　
電
話 

〇
五
六
六（
二
一
）一
九
三
四

	

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
六（
二
六
）五
六
一
三

３月の主な行事予定
2020 年 3 月号　　　　【4】

おしらせ 

ぼ
た
も
ち

み
な
さ
ん
、
い
よ
い
よ
三
月
で
、
春

本
番
と
な
り
ま
す
ね
。
今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
学
校
行

事
が
中
止
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
寂

し
い
気
持
ち
で
す
が
、
こ
ん
な
と
き
こ

そ
、
美
味
し
い
ぼ
た
餅
で
免
疫
力
ア
ッ

プ
と
い
き
た
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
ぼ
た
餅
と
お
は
ぎ
の
違

い
は
知
っ
て
ま
す
か
。
春
に
こ
し
あ
ん

を
使
っ
て
丸
く
作
る
の
が
ぼ
た
餅
で
、

秋
に
細
長
く
俵
型
に
作
る
の
が
お
は
ぎ

ら
し
い
で
す
。
形
は
、
春
は
牡
丹
の
花

に
因
ん
で
丸
型
、
秋
は
萩
の
花
と
小
豆

の
形
が
似
て
い
る
の
で
小
豆
を
残
し
て

３
月
行
事
内
容 

詳
細

俵
型
に
す
る
そ
う
で
す
。

昔
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
こ
と
と
体

力
を
付
け
る
た
め
に
食
べ
ら
れ
た
そ
う

で
す
が
、
今
で
は
、
糖
質
制
限
を
言
わ

れ
る
の
で
、
食
べ
過
ぎ
は
禁
物
で
す
。

合
格
電
話

合
格
電
話

ぼ
た
餅
の
手
に
　
汚
し
た
る

ぼ
た
餅
の
手
に
　
汚
し
た
る

松
倉
ゆ
ず
る

松
倉
ゆ
ず
る


